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CSR の基盤

コーポレートガバナンス
経営の透明性確保や、多面的な事業における経営資源の最適配分を実現する、

コーポレートガバナンスの強化に取り組んでいます。

取締役・取締役会の役割

　シチズンホールディングスの取締役
会は、独立の社外取締役2名を含む
10名(2009年3月31日現在)で構
成されています。
　取締役会は、シチズンホールディン
グスならびにシチズングループの経営
方針やその他の重要事項を決定する
とともに、取締役の職務の執行を監督
しています。また、各事業統括会社の
うちの重要子会社の社長も取締役（非
常勤）として選任されており、事業統
括会社の意見も取り入れた総合的な
観点から、意思決定する仕組みとなっ
ています。
　さらに、企業経営など豊富なビジネ
ス経験をもつ社外取締役の意見をシ
チズングループの経営に反映してい
るほか、アドバイザリーボードとして、
社外取締役と社長で構成する指名委
員会ならびに報酬委員会を設置して
います。

監査役・監査役会の役割

　シチズンホールディングスの監査役
会は、社外監査役2名を含む3名
(2009年3月31日現在)で構成され
ています。
　各監査役は、企業の健全で持続的
な成長確保および、社会的信頼に応え
る内部統制が機能しているか否か、法
令や社内規則が遵守されているか否
かをチェックしています。また、重要な
決算書類などの閲覧、業務および財産
状況の調査、取締役会などの各会議
体への出席を通じて、取締役の職務執

行全般をチェックしています。
　シチズンホールディングスの監査役
は、各事業統括会社における取締役の
業務執行をチェックすることも重要な
役割です。そのため、シチズンホール
ディングスおよび事業統括会社の間
で整合性のとれた監査機能を発揮で
きるよう、シチズンホールディングスの
常勤監査役と各事業統括会社の監査
役で構成する「グループ監査役会」を
開催し、シチズングループとしての監
査方針を共有するようにしています。

内部統制システムについて

　シチズンホールディングスでは「内
部統制システム構築の基本方針」を定
め、企業として社会的責任を果たしつ
つ、健全かつ継続的に発展するという
経営目標達成のために、シチズング
ループが一体となり、内部統制システ
ムのさらなる充実に向けた取り組みを
行っています。
　2008年度は、金融商品取引法
（Ｊ―ＳＯＸ法）の内部統制報告制度の
適用初年度を迎え、内部統制システム
が適切かつ有効に機能し、財務報告の
信頼性が確保できるよう、シチズンホー
ルディングスを中心としたグループ連
結会社の担当者による、「シチズング
ループ内部統制連絡会」を新たに設け
ました。外部監査機関とともに連携を
図り、内部統制システムの整備・運用・
評価を進めていきます。
　さらに、内部監査に期待されるさま
ざまなニーズに応えるために、事業統
括会社4社に加え、新たに3社にも内
部監査部門として監査室を設置し、さ
らに、主要事業会社の8社には内部監
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シチズングループコーポレートガバナンス体制図（2009年4月1日現在）
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コーポレートガバナンスに
関する基本的な考え方

　シチズングループは「市民に愛され
市民に貢献する」を企業理念に、地域
社会はもとより、地球環境と調和した
永続的な企業活動を通して企業価値
を向上し、社会に貢献していくことを
めざしています。この企業理念を継続
的に追求していくために、経営の透明
性確保や、多面的な事業における経営
資源の最適配分を実現する、コーポ
レートガバナンスの強化に取り組んで
います。

純粋持株会社と事業会社
の役割

　シチズングループは、シチズンホー
ルディングスと各事業会社の責任と権
限を明確化しています。
　シチズンホールディングスは、グルー
プ経営の全体最適の観点から経営方
針の策定および投資判断を行い、事業
会社が方針に則って事業活動を執行し
ているか否か、透明性をもった経営が
なされているか否かなどを、モニタリン
グを通じて監督・統括しています。
　一方、時計、電子デバイス、電子機
器製品、産業用機械の各事業につい
ては、それぞれの事業統括会社が業
界特性を踏まえた自立的運営を行う
ことにより、経営のスピードアップ、収
益力強化を図っています。
　また、シチズンホールディングスの
なかの、人事、財務、研究開発、知的財
産管理、ブランド管理などの分野で、
グループ横断的な戦略と事業統括会社
の方針を合致させるようにしています。

査担当者を任命しました。これら各社
の内部監査部門による「グループ監査
ネットワーク」を構築し、コーポレートガ
バナンスやリスクマネジメントの維持・
強化を図っています。

外部機関からの評価

●ISS社によるコーポレート
　ガバナンスのスコア

　世界7,400社以上の企業のコー
ポレートガバナンスに関する評価を

行い、機関投資家などにその情報を提
供しているISS社(Institutional 
Shareholder Services,Inc.)は、シチ
ズンのコーポレートガバナンス・スコア
（CGQ）が、日本企業の上位1.2％に
位置すると評価しています。（2009年
4月1日付）
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